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大
分
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
四
十
五
号

　
　
　
大
分
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
の
六
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

イ 　

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
そ
の
生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
当
た
つ
て

必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

四
八

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　

第
七
条
の
七
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三 　

県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
、
条
例
第
十
九
条
の
三
第
三
項
の
認
定
を
受
け
る
場
合
は
、
前
条
第
一

号
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
四
十
六
号

　
　
　
大
分
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
大
分
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
五
条
の
二
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

イ 　

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
そ
の
生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
当
た
つ
て

必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

　

第
十
五
条
の
三
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三 　

県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
、
条
例
第
九
条
の
三
第
三
項
の
認
定
を
受
け
る
場
合
は
、
前
条
第
一
号

イ
及
び
ロ
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
四
十
七
号

　
　
　
国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
中
「
第
十
三
条
の
十
七
」
を
「
第
十
三
条
の
十
八
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。



令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

二

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
公
安
委
規
則
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
立
学
校
等
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
四
十
八
号

　
　
　
私
立
学
校
等
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

私
立
学
校
等
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
中
「成

年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
及
び
禁
固

」
を
「私

立
学
校
法
第

3
8

条
第
８
項
第
２
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
及
び
禁
錮

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
四
十
九
号

　
　
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
四
年
大
分
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
第
五
条
の
五
の
三
」
の
下
に
「
、
第
五
条
の
五
の
三
の
二
第
二
項
」
を
、
「
第
十
条
の
十
の

三
」
の
下
に
「
、
第
十
条
の
十
の
三
の
二
第
一
項
」
を
加
え
、
「
及
び
」
を
「
、
第
十
条
の
二
十
四
の
二
第

一
項
、
」
に
改
め
、
「
第
十
二
条
の
十
一
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
十
二
条
の
十
一
の
三
の
二
第
一
項
」
を

加
え
る
。

　

第
八
条
中
「
知
事
に
」
を
削
り
、
「
正
副
二
通
と
し
」
を
「
、
正
副
二
通
と
し
、
知
事
に
提
出
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

 　

た
だ
し
、
法
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
十
四
条

第
二
項
、
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
（
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
法
第
十
四
条
の
四
第
二
項
、
法
第
十
四
条
の
五
第
一

項
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
、
施
行
令
第
十
六
条
の
四
、
施
行
規
則
第

八
条
の
二
十
九
並
び
に
施
行
規
則
第
八
条
の
三
十
八
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
正
本
一
通
と

し
、
管
轄
保
健
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
号
様
式
中
「第
９
条
第
６
項

」
の
次
に
「又

は
第
７
項

」
を
、
「第

７
条
の
２
第
４
項

」
の
次
に

「又
は
第
５
項

」
を
加
え
、

「

該
当
す
る
に
至
っ
た
欠
格
要
件

法
第
７
条
第
５
項
第
４
号

（イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
・
ホ

・
ヘ
・
チ
・
リ
・
ヌ

）

法
第

1
4
条
第
５
項
第
２
号

（イ
・
ハ
・
ニ
・
ホ

）

」
を

欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
具
体
的
事
由

「

該
当
欠
格
要
件
及
び
該
当
す
る
に
至
っ
た
具
体
的
事
由

」
に

改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
中
第
二
条
及
び
第
一
号
様
式
の
改
正
規
定
は
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
、
第
八
条
の
改
正

規
定
は
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
公
安
委
員
会
規
則

　
質

屋
営

業
法

施
行

細
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

を
こ

こ
に

公
布

す
る

。

　
　

令
和

元
年

1
2
月

1
3
日

大
分

県
公

安
委

員
会

委
員

長
　

　
岩

　
　

　
本

　
　

　
光

　
　

　
生

　

大
分

県
公

安
委

員
会

規
則

第
３

号

　
　
　
質
屋
営
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
質

屋
営

業
法

施
行

細
則

（
平

成
６

年
大

分
県

公
安

委
員

会
規

則
第

1
4
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す

る
。

　
第

１
号

様
式

（
そ

の
１

）
中

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
、



令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

三

大
分
県
報
号
外
（
公
安
委
規
則
）

　

4
．

平
成

」
　

　

元
号

」

　
第

３
号

様
式

（
そ

の
２

）
中

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
、

「
西

暦
明

治
大

正
昭

和
平

成

」

を

「
元

号
等

」

に
、

0
1

2
3

4

「

平
成

年
月

日

」

を

「

元
号

年
月

日

」

に
改

め
る

。

　
第

４
号

様
式

中
「

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
」

を
「

　
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日
」

に
改

め
る

。

　
第

５
号

様
式

中
「

4
．

平
成

　
　

　
　

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
改

め
る

。

　
　
　
附
　
則

　
こ

の
規

則
は

、
令

和
元

年
1
2
月

1
4
日

か
ら

施
行

す
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
確

認
事

務
の

委
託

の
手

続
等

に
関

す
る

細
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

を
こ

こ
に

公
布

す
る

。

　
　

令
和

元
年

1
2
月

1
3
日

大
分

県
公

安
委

員
会

委
員

長
　

　
岩

　
　

　
本

　
　

　
光

　
　

　
生

　

大
分

県
公

安
委

員
会

規
則

第
４

号

　
　
　
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
確

認
事

務
の

委
託

の
手

続
等

に
関

す
る

細
則

（
平

成
1
8
年

大
分

県
公

安
委

員
会

規
則

第
1
5
号

）
の

一
部

を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
第

２
条

第
３

項
中

「
ハ

及
び

ニ
」

を
「

ロ
及

び
ハ

」
に

改
め

る
。

　
　

　
　

　
　

　
「

□
戸

籍
謄

本
又

は
抄

本
　

　
「

□
住

民
票

の
写

し
　

　
第

１
号

様
式

中
　

□
登

記
事

項
証

明
書

　
　

を
　

□
診

断
書

　
　

　
」

に
改

め
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

□
診

断
書

　
　

　
　

　
」

　
第

３
号

様
式

中
「

覚
せ

い
剤

」
を

「
覚

醒
剤

」
に

改
め

る
。

　
第

４
号

様
式

中
「

成
年

被
後

見
人

若
し

く
は

被
保

佐
人

又
は

破
産

者
で

復
権

を
得

な
い

も
の

」
を

「
破

産

「
西

暦
明

治
大

正
昭

和
平

成

」

を

「
元

号
等

」

に
、

0
1

2
3

4

「
3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

保
佐

人
　

5
．

管
理

者
」

を
「

3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

管
理

者
」

に
改

め
る

。

　
第

１
号

様
式

（
そ

の
２

）
中

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

保
佐

人
　

5
．

管
理

者
」

を
「

3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

管
理

者
」

に
、

「
西

暦
明

治
大

正
昭

和
平

成

」

を

「
元

号
等

」

に
改

め
る

。
0

1
2

3
4

　
第

２
号

様
式

（
そ

の
１

）
中

「
4
．

平
成

　
　

　
　

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

保
佐

人
　

5
．

管
理

者
」

を
「

3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

管
理

者
」

に
、

「
西

暦
明

治
大

正
昭

和
平

成

」

を

「
元

号
等

」

に
改

め
る

。
0

1
2

3
4

　
第

２
号

様
式

（
そ

の
２

）
中

「
4
．

平
成

　
　

　
　

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

保
佐

人
　

5
．

管
理

者
」

を
「

3
．

法
定

代
理

人
　

4
．

管
理

者
」

に
、

「
西

暦
明

治
大

正
昭

和
平

成

」

を

「
元

号
等

」

に
改

め
る

。
0

1
2

3
4

　
第

３
号

様
式

（
そ

の
１

）
中

「
4
．

平
成

　
　

　
　

」
を

「
元

号
」

に
、

「
3
．

昭
和

　
4
．

平
成

」
を

「
元

号
」

に
、

「
4
．

平
成

　
を

「
元

号
　

に
改

め
る

。



令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

四

大
分
県
報
号
外
（
公
安
委
規
則
・
警
察
本
部
訓
令
）

」
生

年
月

日
年

　
　

　
月

　
　

　
日

生

「
（

ふ
り

が
な

）
　

　
　

「
□

　
修

了
証

明
書

又
は

認
定

　
に

、
　

□
　

戸
籍

謄
本

又
は

抄
本

　
　

　
　

□
　

登
記

事
項

証
明

書

」

　
　

　
□

　
診

断
書

氏
　

　
名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

書
　

　
「

□
　

修
了

証
明

書
又

は
認

定
書

　
　

を
　

□
　

住
民

票
の

写
し

　
　

　
　

　
に

改
め

る
。

　
　

　
　

□
　

診
断

書
　

　
　

　
　

　
　

」
　

」
　

　

　
第

1
3
号

様
式

中
「

成
年

被
後

見
人

若
し

く
は

被
保

佐
人

又
は

破
産

者
で

復
権

を
得

な
い

も
の

」
を

「
破

産

手
続

開
始

の
決

定
を

受
け

て
復

権
を

得
な

い
者

」
に

、
「

禁
錮 こ

」
を

「
禁

錮
」

に
、

「
覚

せ
い

剤
」

を
「

覚

醒
剤

」
に

改
め

る
。

　
第

1
4
号

様
式

及
び

第
1
5
号

様
式

中

「
（

ふ
り

が
な

）
性　別

男
・

女

」

氏
　

　
名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

を

「
（

ふ
り

が
な

）

」

に
改

め
る

。
氏

　
　

名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

　
　
　
附
　
則

　
こ

の
規

則
は

、
令

和
元

年
1
2
月

1
4
日

か
ら

施
行

す
る

。

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
1
4
号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

○
警

察

本

部

訓

令

手
続

開
始

の
決

定
を

受
け

て
復

権
を

得
な

い
者

」
に

、
「

禁
錮
こ

」
を

「
禁

錮
」

に
、

「
覚

せ
い

剤
」

を
「

覚

醒
剤

」
に

改
め

る
。

　
第

７
号

様
式

の
（

表
）

中

「
（

ふ
り

が
な

）
性　別

男
・

女

」

を
氏

　
　

名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

「
（

ふ
り

が
な

）

」

に
改

め
、

同
様

式
の

（
裏

）
中

「
成

氏
　

　
名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

年
被

後
見

人
若

し
く

は
被

保
佐

人
又

は
破

産
者

で
復

権
を

得
な

い
も

の
」

を
「

破
産

手
続

開
始

の
決

定
を

受

け
て

復
権

を
得

な
い

者
」

に
、

「
禁

錮
こ

」
を

「
禁

錮
」

に
、

「
覚

せ
い

剤
」

を
「

覚
醒

剤
」

に
改

め
る

。

　
第

８
号

様
式

中
「

（
男

・
女

）
」

を
削

る
。

　
第

９
号

様
式

及
び

第
1
0
号

様
式

中

「
（

ふ
り

が
な

）
性　別

男
・

女

」

を
氏

　
　

名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

「
（

ふ
り

が
な

）

」

に
改

め
る

。
氏

　
　

名

生
年

月
日

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

　
第

1
1
号

様
式

中
「

（
男

・
女

）
」

を
削

る
。

　
第

1
2
号

様
式

中

「
（

ふ
り

が
な

）
性　別

男
・

女
　

を
氏

　
　

名



令
和
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年
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月
十
三
日

五

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

警
　

　
察

　
　

署
　

　
大

分
県

警
察

の
非

常
勤

職
員

の
管

理
に

関
す

る
規

程
（

平
成

3
0
年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
第

1
1
号

）
の

一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
　

令
和

元
年

1
2
月

1
3
日

大
分

県
警

察
本

部
長

　
石

　
川

　
泰

　
三

　

　
　

　
　

　
　

　
「

右
の

□
に

レ
印

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
第

５
号

様
式

中
　

・
成

年
被

後
見

人
又

は
被

保
佐

人

　
　

　
　

　
　

　
　

・
禁

錮
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を

終
わ

る
ま

で
又

は
そ

の
執

行
を

受
け

る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
「

右
の

□
に

レ
印

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

を
　

・
禁

錮
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を

終
わ

る
ま

で
又

は
そ

の
こ

と
が

な
く

な
る

ま
で

の
者

」

執
行

を
受

け
る

こ
と

が
な

く
な

る
ま

で
の

者
」

に
改

め
る

。

　
　
　
附
　
則

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
元

年
1
2
月

1
4
日

か
ら

施
行

す
る

。


